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ステッ
プ ジャン

プ！
ホップ★ ★

ひよこ

入
職
し
て
１
年
目
！　

ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も
足
り

な
い
け
れ
ど
、将
来
は
住
民
が
信
頼
を
寄
せ
て
く
れ
て
、

何
で
も
相
談
し
て
く
れ
る
保
健
師
に
な
り
た
い
！

山
口
朋
佳
さ
ん
●
入
間
市 

健
康
推
進
部 

地
域
保
健
課

や
ま
ぐ
ち
・
と
も
か

文＝白井美紀（ライター）　写真＝神保 誠山口さんが撮影場所に選んだのは、いつもの職場。住民さんが来てくれる庁舎内が
一番落ち着く場所

入間市
埼玉県
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特
集8 【座談会】

わが国の胎児性アルコールスペクトラム障害を考える

◎
今
成
知
美
さ
ん

　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｓ
Ｋ
）＝
司
会

◎
長
沼 

豊
さ
ん

　
（
元
福
祉
施
設
職
員
）

◎
井
上
祐
紀
さ
ん

　
（
横
浜
市
南
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
）

◎
米
山
奈
奈
子
さ
ん

　
（
秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
）

26 胎児性アルコールスペクトラム障害の現状　
─海外とわが国の実態

◎岩原千絵、樋口 進
　（独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター）

30 わが国における女性の飲酒の現状
◎金城 文、尾崎米厚（鳥取大学医学部）

34 FASD予防の国際憲章

胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
を
防
ぐ

　

妊
娠
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
に
よ
り
胎
児
に
形
態
異
常
や
知
能
障
害
な
ど
の
影
響
が
出
る
こ

と
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
た
。
近

年
で
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
特
徴
が
す
べ
て
見
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
障
害
全
体
を
よ
り
広
い
胎
児
性
ア

ル
コ
ー
ル
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
と
い
う
概
念
で
捉
え
る
よ
う
に
な
り
、
調
査
・

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
欧
米
で
は「
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
り
も
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
一
般
的
」

と
の
認
識
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
母
子
健
康
手
帳
や
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の

缶
に
妊
娠
中
の
飲
酒
に
関
す
る
注
意
喚
起
が
あ
る
も
の
の
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
統
計
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
概
念
を
知
ら
な
い
医
療
職
も
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

２
０
１
３
年
に
採
択
さ
れ
た
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
予
防
の
国
際
憲
章
」
で
は
、
新
た
に
生
ま
れ
て
く

る
子
の
１
％
が
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
で
あ
る
可
能
性
に
言
及
し
て
お
り
、
わ
が
国
で
も
診
断
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
障
害
を
抱
え
る
者
が
相
当
数
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
月
号
は
、
わ
が
国
で
は
い
ま
だ
実
態
が
分
か
っ
て
い
な
い
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
を
特
集
す
る
。
座
談

会
で
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
予
防
の
観
点
か
ら
保
健
・
医
療
の
現
場
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

る
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
最
新
知
見
や
わ
が
国
の
女
性
の
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
詳
し
く
知
る
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

写真（座談会）　神保 誠
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特
別
座
談
会

田
中
志
保
さ
ん

黒
柳
佑
子
さ
ん

中
島
千
里
さ
ん

中
越
瑞
紀
さ
ん

薗
田
成
央
さ
ん

長
谷
川
優
さ
ん

◎
健
康
局
健
康
課
保
健
指
導
室

◎
老
健
局
総
務
課
認
知
症
施
策
推
進
室

　【
静
岡
県
か
ら
研
修
派
遣
】

◎
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課

　【
横
浜
市
か
ら
出
向
】

◎
健
康
局
難
病
対
策
課

　【
豊
田
市
か
ら
研
修
派
遣
】

◎
子
ど
も
家
庭
局
家
庭
福
祉
課
虐
待
防
止
対
策

推
進
室
　【
宮
崎
県
か
ら
出
向
】

◎
健
康
局
健
康
課
保
健
指
導
室

　【
宮
崎
市
か
ら
出
向
】

地
域
保
健
の
未
来
を
拓
く

厚
生
労
働
省
で
の
経
験
か
ら

厚
生
労
働
省
は
出
向
や
研
修
生
と
い
う
形
で
地
方
自
治
体
と
保
健
師
の
人
事
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

配
属
先
は
、
健
康
局
、
子
ど
も
家
庭
局
、
老
健
局
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

国
の
仕
事
に
就
い
て
見
え
て
き
た
も
の
は
何
か
、
ど
ん
な
学
び
を
得
た
の
か
─
─

５
人
の
若
手
保
健
師
が
集
ま
り
、
自
ら
の
経
験
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

司
会
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│
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
で

受
け
入
れ
る
里
親
制
度
で
す
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
里

親
認
定
に
関
し
て
、
問
題
意
識
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
？

藤　

社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
う

ち
、
里
親
の
元
で
育
つ
子
ど
も
の
割
合
が
日
本
は

大
変
少
な
く
、
現
在
も
８
割
以
上
は
児
童
養
護
施

設
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
進
国
で
は
異

常
な
数
字
で
す
。
12
（
平
成
24
）
年
ご
ろ
か
ら
社

会
的
に
も
こ
の
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
時
、
私
は
政
治
家
の
秘
書
を
し
て
い
て
、
Ｄ

Ｖ
や
虐
待
問
題
な
ど
へ
の
問
題
意
識
か
ら
社
会
的

養
護
に
関
心
を
持
ち
、
知
人
が
主
催
し
て
い
た
里

親
を
増
や
す
た
め
の
勉
強
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
知
人
か
ら

「
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と
い
う
話
も
聞
い
て
い

ま
し
た
し
、
私
の
周
り
に
は
同
性
カ
ッ
プ
ル
で
精

子
提
供
を
受
け
て
出
産
し
た
人
、
離
婚
後
に
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
育
て
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、私
が
仲
介
役
と
し
て
里
親
関
係
者
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
が
集
い
勉
強
会
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
孤
独
感
や
偏

見
に
つ
い
て
な
ど
、
お
互
い
に
共
通
の
テ
ー
マ
も

多
く
、
里
親
の
人
材
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
感
触
が
初
回
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い

に
と
っ
て
発
見
の
多
い
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

│
団
体
は
そ
の
こ
ろ
立
ち
上
げ
た
の
で
す
か
。

藤　

そ
の
後
、
す
ぐ
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
細
々

と
勉
強
会
を
行
い
な
が
ら
関
心
の
あ
る
人
を
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
年
、

ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
関
わ
っ
て
い
る
里
親
家
庭
を
訪
問
し
た
こ
と
で

私
の
気
持
ち
が
大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

黒
人
の
方
と
白
人
の
方
の
レ
ズ
ビ
ア
ン
カ
ッ
プ

ル
の
里
親
で
し
た
。本
当
に
普
通
の
家
族
で
し
た
。

素
敵
な
家
で
、
愛
に
溢
れ
て
い
て
、
美
味
し
い
料

● 

聞
き
手 

…
…
…
… 

太
田
美
由
紀
（
ラ
イ
タ
ー
）

「
里
親
家
庭
を
増
や
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
の
ひ
と
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
12
月
、
大
阪
市
の
男
性
カ
ッ
プ
ル
が
里
親
認
定
さ
れ
、
里
親
委
託
が
始
ま
っ
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
同
性

カ
ッ
プ
ル
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
の
里
親
認
定
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
社
会
的
養
護
の
問
題
に
つ
い
て
多

方
面
の
専
門
家
と
と
も
に
考
え
、
調
査
し
、
提
言
を
続
け
て
い
る
藤
め
ぐ
み
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

多
様
な
大
人
、多
様
な
子
ど
も
、多
様
な
家
族
が
生
き
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

◉
一
般
社
団
法
人 

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ォ
ス
タ
ー
ケ
ア 

代
表
理
事

藤
め
ぐ
み
さ
ん
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中尾陽子さん（徳島保健所　健康増進担当）ひよこ、ホップ、ステップ、ジャンプ！

岩崎 寛さん（千葉大学院 園芸学研究科　准教授）ピープル

5
新時代の保健師、８つの論点特 集

◉総論　　　　　　　　　　　　　　　　 中板育美（武蔵野大学）

◉論点1　キャリアパスとキャリアラダー　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山野井尚美（岡山県保健福祉部、全国保健師長会）

◉論点2　委託事業　　　　　　　　　　 真山達志（同志社大学）

◉論点3　地区担当制と業務分担制      村中峯子（日本看護協会）

◉論点4　統括保健師　　　　　　　　　鎌田久美子（日本看護協会）

◉論点5　多職種連携　 　　　　　　  　 藤本亜由美（大津市膳所すこやか相談所）

◉論点6　家庭訪問　　　　　　　　　　吉岡京子（国立保健医療科学院）

◉論点7　プレゼンテーションスキル　吉澤みどり（渋谷区福祉部）

◉論点8　地域共生社会　　　　　　　藤内修二（大分県保健福祉部）

舩山健二（看護師）新連載　罪を犯した人間（ひと）の生活･健康課題を知る

浜垣誠司（高木神経科医院院長）新連載　いのちに向き合う ～宮沢賢治の作品を通して～



バックナンバー紹介

2017 年 11 月号
座談会「第三期の特定健診・保健指導に備える　
　　　　PART1」
直営で市町村国保の特定保健指導実施率の目標を達成
した 2市の保健師が出席。保健指導実施率を高めた
と秘けつと今後の課題を聞く。

特集「多職種で取り組む災害時の食支援 」
避難所で配られる食事は高齢者などには向いていない
ものも多くある。災害食支援の専門家が立場からアド
バイス。

2018 年 3 月号
特集「 子どもの貧困と健康問題」
生活困窮家庭の子どもは虫歯や肥満など健康への悪影
響が出ている。現状報告とともに対策に動き出した自
治体の事例などを取り上げる。

2018 年 11 月号
特集「 高齢化するひきこもり」
ひきこもりの平均年齢は年々上昇している。現状と課
題、脱出に向けた各地の取り組み、保健師が担うべき
役割についてまとめる。

2018 年 5 月号
特集「 自殺総合対策を効果的に進めるために

  ～ 自殺総合対策のポイントと実効性ある展開を
目指して～」

自殺対策を効果的なものにするためのポイントと地域
自殺対策推進センターの役割、既に自殺対策計画作成
に着手している事例などを紹介する。

2018 年 7 月号
特集「 母子保健と虐待予防の一体的な取り組

みに向けて
  ～ 子育て世代包括支援センターと市区町村子ど
も家庭総合支援拠点～」

子育て世代包括支援センターと支援拠点の整備状況お
よび、それらの一体的な運営に向けて動き出した先進
事例を紹介する。

2018 年 9 月号
特集「 爆走するデータヘルス改革

  ～  2020 年から始まるデータヘルス時代と保健
師の仕事～」

2020 年に本格稼動を目指すデータヘルス改革につい
て解説。識者による「鼎談」では同改革が保健師の仕
事に与える影響について展望する。

2019 年 1 月号
特集「 刑務所と地域との連携 保健師は健康課

題を担えるか
  ～ 女子受刑者の問題を中心に～」

刑務所にいる人の多くは、必要な支援につながれず、
社会から孤立した人たち。地域に帰ってくる住民に、
保健師はどんな支援をすればよいかまとめる。

◉年6回、隔月〔奇数月〕1日発行
◉Ｂ5判、総100頁（本文96頁、表紙4頁）
◉価　格 1冊あたり　本体1,370円+税、送料151円
 年間購読　　《公費前納および個人》7,990円（税込、送料弊社負担）
 年間購読　　《公費後納》8,878円（税込、送料弊社負担）
 ※書店の方は下記にお問い合わせください。

　電話　03-5977-0300　FAX  03-5977-0385　ウェブ　http://www.tkhs.co.jp
お申し込み

※バックナンバーの価格　　　　　
　（2016年 3月号まで）本体 857円 +税＋送料 151円、　（2016年 5月号から）本体 1,370 円 +税＋送料 151円

（株）東京法規出版　地域保健編集部
 FAX：03－5977－0385

お申し込みは

2018 年 1 月号
　　　　「精神障害にも対応した地域包括ケア
　　　 システムに保健師はどう関わるか」
保健師の関わりを中心に、地域包括ケアの本来のあり
方について、精神科医と保健師が意見を交わす。

　　　　「第三期の特定健診・保健指導に備える
　　　 PART2　～アウトソーシングに着目して～ 」
特定健診・保健指導でアウトソーシングにより効果を
出すコツを話し合う。

新春
座談会1

新春
座談会2
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災害後も健やかな人生を送るための避難所づくりの要点がわかる！
避難所運営にかかわる自治体関係者、ボランティア団体、すべての人に役立つ必携本

１  ガイドライン
２  トイレ
３  衛生
４  肺炎
５  母子
６  福祉避難所
７  エコノミークラス症候群
８  弾性ストッキング
９  テント

10  段ボールベッド
11  布団干し
12  寒冷期
13  人間関係
14  食事
15  集約と移動
16  在宅被災者
17  生活再建と法制度
18  海外の避難所
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災害の巨大化の中で、
避難所のあり方が厳しく問われている。

本書は、避難環境の改善と、
被災者の自立に向けての

強いメッセージになるに違いない。
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室﨑 益輝先生　推薦
神戸大学名誉教授

避難所づくりに活かす
 の視点18

いのちと健康を守る

監修：新潟大学医歯学系呼吸循環外科  榛沢和彦

好評発売中！




